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本会議での採決のようす。一般会計予算は賛成11反対４で、原案のとおり可決することに決定しました。

　

３
月
定
例
会
議
が
22
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
初
日
に
提
案
さ
れ
、
予
算

決
算
特
別
委
員
会
（
髙
橋
源
委
員
長
・

委
員
15
人
）
に
審
査
を
付
託
し
た
平

成
29
年
度
各
会
計
予
算
10
件
お
よ
び

予
算
関
連
議
案
14
件
は
、
７
日
か
ら

９
日
に
会
計
ご
と
に
審
査
、
10
日
に

一
括
討
論
、
採
決
を
行
い
、
委
員
会

と
し
て
「
原
案
可
決
と
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

22
日
の
本
会
議
で
は
、
再
度
一
括

討
論
を
行
っ
た
あ
と
、
各
会
計
ご
と

に
採
決
を
行
い
、
全
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。（
各
議
員
の
討
論
要
旨

は
６
ペ
ー
ジ
、
賛
否
は
10
～
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　

全
10
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
１
２
億
５
３
９
９
万
９
千
円
（
前

年
比
１
９
，
８
５
０
千
円
増
）、
そ

の
う
ち
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

１
１
６
億
９
０
０
０
万
円
で
す
。

全
会
計
約
２
１
２
億
円
を

原
案
の
と
お
り
可
決

新
年
度
予
算
案
を
可
決
！

一
般
会
計
１
１
６
億
９
０
０
０
万
円

３月
定例会議

３/22

■平成29年度全会計歳出予算
会計名 予算額（千円） 増減率（％） 使途 会計名 予算額（千円） 増減率（％） 使途

一般会計 11,690,000 0.3 一般の事業 集落排水特別
会計 136,158 △ 11.1 集落排水の整備、

管理

国民健康保険
特別会計 2,795,537 △ 1 国民健康保険事

業
簡易水道特別
会計 162,548 14.0 簡易水道の整備、

管理

後期高齢者医
療特別会計 252,877 9.9 後期高齢者医療

給付事業
上水道事業会
計 855,179 8.0 水道水を届けるた

めの整備、管理

介護保険特別
会計 1,705,965 2.0 介護保険事業 公立芽室病院

事業会計 2,742,288 0.2 公立病院事業

地域開発事業
特別会計 341,640 57.8 工業団地の整備、

管理 ■合　計
公共下水道特
別会計 571,807 △ 8.2 下水道の整備、

管理 全10会計 21,253,999 0.9



〇�「
め
む
ろ
版
※

ネ
ウ
ボ
ラ
」

を
開
設

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業

�

２
，
０
６
９
千
円

　

妊
娠
中
や
子
育
て
中
に
一
人

で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
を
設
け
ま
す
。

※
ネ
ウ
ボ
ラ
～
直
訳
す
る
と「
ア
ド
バ

イ
ス
の
場
」。
約
70
年
前
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
つ
く
ら
れ
た「
妊
娠
～
子
育
て

を
支
援
す
る
し
く
み
」で
、
近
年
日
本

で
も
注
目
、
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

〇�

医
療
的
ケ
ア
児
の
発
達
支
援

　

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
事
業

�

１
，
２
８
０
千
円

　

日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
児
童
の
発
達
支
援
を

行
い
ま
す
。

主な事業
新年度から行う新規事業と、
既存の事務事業のうち制度等
に変更のあるものを抜粋して
掲載。　　　　　　　　　　

〇�

男
性
不
妊
へ
の
治
療
費
を

補
助
！

　

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

�

１
，
６
５
０
千
円

　

不
妊
治
療
へ
の
補
助
額
を
一

回
１
５
０
千
円
上
限
か
ら
、
初

回
の
み
３
０
０
千
円
に
引
き
上

げ
、
男
性
の
不
妊
治
療
費
が
補

助
対
象
に
な
り
ま
す
。

〇
南
小
北
に
保
育
所
建
設
！

　

農
村
地
域
保
育
所
建
設
事
業

�
５
４
７
，
６
９
１
千
円

　
「
農
村
地
域
保
育
所
再
整
備

計
画
」に
基
づ
き
、
南
小
学
校

北
側
に
保
育
所
と
児
童
館
を
併

設
す
る
複
合
施
設
を
建
設
し
ま

す
。

〇
待
機
児
童
対
策
に
支
援
！

　

私
立
幼
稚
園
運
営
支
援
事
業

�

２
９
０
，
１
２
１
千
円

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
認
定
こ

ど
も
園
が
開
設
し
、
保
育
を
必

要
と
す
る
児
童
の
受
け
入
れ
先

が
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、
建
替

え
に
必
要
な
経
費
を
一
部
補
助

し
ま
す
。

〇�

病
気
に
な
っ
て
も
い
き
い

き
暮
ら
す

　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業（
介
護
保
険
会
計
）

�

２
９
５
千
円

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

病
気
に
よ
り
生
活
が
不
自
由
に

な
っ
た
り
し
て
も
、
自
分
で
生

活
場
所
を
選
択
し
、
生
き
が
い

き
る
よ
う
体
制
整
備
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

〇
農
業
体
験
用
農
地
を
整
備

　

障
害
者
就
労
支
援
事
業

�

２
１
，
９
６
１
千
円

（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
）

①
農
産
物
の
加
工
と
農
作
業
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

た
め
町
有
地
を
農
地
と
し
て
整

備
。�

（
１
５
，
０
０
０
千
円
）

②
首
都
圏
の
特
別
支
援
学
校
や

企
業
を
対
象
に「
障
が
い
就
労

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
、
交
流
人

口
増
加
や
移
住
・
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

〇�
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

　

地
域
生
活
支
援
事
業

�
４
８
，
０
８
９
千
円

　

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
で
通

所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
困
難
な

方
に
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
実
施
。�

（
６
０
０
千
円
）

〇
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
！

　

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業

�

４
，
０
５
７
千
円

　

空
き
店
舗
対
策
や
ま
ち
な
か

の
機
能
・
役
割
整
理
等
を
検
討

す
る
た
め
、「（
仮
称
）ま
ち
な
か

再
生
会
議
」を
立
ち
上
げ
、
中

心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
の
方
策
を
議
論
し
ま
す
。

〇�

芽
室
町
の
食
と
景
観
を
発
信

　

町
観
光
・
特
産
品
普
及
事
業

�

４
，
３
４
０
千
円

　

食
と
景
観
を
生
か
し
た
観
光

対
策
と
し
て
、
町
内
を
サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
楽
し
ん
だ
人
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
通
じ
て
町
の
食
・
景
観

を
発
信
し
町
の
Ｐ
Ｒ
、
消
費
・

雇
用
な
ど
の
経
済
効
果
、
他
地

域
と
の
観
光
連
携
を
目
指
す「
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
〇�

災
害
時
の
避
難
情
報
の
周

知
方
法
改
善
に
向
け
て

　

地
域
防
災
対
策
事
業

�

２
８
，
８
０
６
千
円

　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
情
報

等
の
周
知
方
法
改
善
に
向
け
、

各
戸
に
情
報
が
伝
わ
る
仕
組
み

と
し
て「
防
災
戸
別
端
末
」の
基

本
設
計
を
行
い
ま
す
。

�

（
４
，
０
９
４
千
円
）

　

台
風
災
害
の
検
証
結
果
を
踏

ま
え
た「
地
域
防
災
計
画
」の
見

直
し
な
ど
、
専
門
家
に
ア
ド
バ

ス
業
務
を
委
託
し
防
災
対
策
を

強
化
し
ま
す
。

�
（
２
，
０
２
０
千
円
）

３月　定例会議

平成29年度 平成28年度 増減額（千円）

総　額 11,690,000 11,660,000 30,000

地 方 交 付 税 3,400,000 3,510,000 ▲ 110,000

町 　 　 　 税 2,762,518 2,713,885 48,633

国 庫 支 出 金 967,110 888,282 78,828

道 支 出 金 788,077 929,056 ▲ 140,979

地 方 譲 与 税 297,001 303,001 ▲ 6,000

そ 　 の 　 他 3,475,294 3,315,776 159,518

一般会計

地方交付税
3,400,000

町税
2,762,518

国庫支出金
967,110

国庫支出金
967,110

地方譲与税
297,001

その他
3,475,294

道支出金
788,077

総額
11,690,000

商工費
686,322 

総務費　549,992 

農林産業費
971,203 

公債費
798,284 

土木費
919,320 

衛生費
1,404,331 

職員費
1,401,108 

教育費
1,852,238 

民生費
2,613,875 

消防費　373,385 その他　119,942  

総額
11,690,000

歳　出

歳　入 （単位：千円）

（単位：千円）

平成29年度 平成28年度 増減額（千円）

総　額 11,690,000 11,660,000 30,000

民 　 生 　 費 2,613,875 2,106,273 507,602

教 育 費 1,852,238 1,334,076 518,162

衛 生 費 1,404,331 1,202,046 202,285

職 　 員 　 費 1,401,108 1,367,301 33,807

農 林 産 業 費 971,203 1,648,831 ▲ 677,628

土 木 費 919,320 1,345,882 ▲ 426,562

公 債 費 798,284 788,408 9,876

商 工 費 686,322 662,137 24,185

総 務 費 549,992 568,164 ▲ 18,172

消 防 費 373,385 506,850 ▲ 133,465

そ の 他 119,942 130,032 ▲ 10,090

平成29年度予算　一般会計歳入・歳出の概要

町民１人当たりの予算

621,510円
１世帯あたりの予算

1,487,466円

ごみ処理や病気予防などに

74,662円
（63,432円）

借入金返済に

42,441円
（41,604円）

高齢者や児童の福祉などに

138,969円
（111,148円）

情報化推進などに

29,240円
（29,982円）

河川・道路・公園の整備などに

48,876円
（71,022円）

産業振興などに

88,124円
（121,950円）

学校・公民館や図書館などに

98,476円
（70,399円）

消防・救急活動などに

19,851円
（26,746円）

職員費に

74,491円
（72,153円）

その他（議会関連・災害復旧）

6,376円
（6,861円）

平成29年３月31日現在　人口　18,809人　　世帯数　7,859世帯　　（　）は前年度の金額

一般会計

〇�

子
育
て
世
代
の
定
住
を
促
進

　

定
住
促
進
事
業

�

１
５
，
１
８
６
千
円

　

子
育
て
世
帯
と
そ
の
親
世
帯

が
町
内
で
近
居
や
同
居
す
る
こ

と
で
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安

解
消
、
介
護
不
安
の
解
消
、
定

住
人
口
増
加
促
進
を
図
る
た
め
、

当
該
世
帯
に
10
万
円
の
商
工
会

商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

�

（
２
０
０
千
円
）

〇�

下
水
道
管
路
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
促
進

　

下
水
道
建
設
事
業

�

１
５
６
，
５
８
１
千
円

　

管
路
の
耐
震
診
断
結
果
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

�

（
１
０
，
７
４
６
千
円
）

〇
就
学
支
援
の
条
件
を
緩
和

　

大
学
等
就
学
支
援
事
業

�

１
７
，
６
５
８
千
円

　

奨
学
金
貸
付
の
際
の
必
要
な

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
町
内
在

住
条
件
を
撤
廃
し
ま
す
。

　

今
年
度
貸
付
者
か
ら
、
大
学

卒
業
後
２
年
以
上
町
内
在
住
し

働
く
方
に
償
還
額
の
一
部
を
免

除
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
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平
成
28
年　

第
12
回
予
算
決
算
特
別
委
員
会

■
集
落
排
水
特
別
会
計

〇
個
別
合
併
処
理
浄
化
槽
新
設

事
業

問

常
通
委
員　

今
年
度
申
し

込
ん
だ
方
は
次
年
度
に
設
置
可

能
か
。

答

水
道
課
長　

毎
年
８
月
末

ま
で
に
希
望
を
と
り
ま
と
め
て

次
年
度
の
予
算
化
を
し
て
い
ま

す
。
新
年
度
は
、
申
し
込
み
の

あ
っ
た
７
基
全
て
の
予
算
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
上
水
道
事
業
会
計

〇
配
水
本
管
整
備
事
業

問

立
川
委
員　

石
綿
含
有
敷

設
材
が
平
成
23
年
時
点
で
７
２

５
４
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
年
間
９

７
４
メ
ー
ト
ル
ず
つ
交
換
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の

見
通
し
は
。

答

水
道
課
長　

例
年
３
０
０

０
万
円
程
度
を
予
算
計
上
し
て

お
り
、
今
年
度
は
５
１
４
メ
ー

ト
ル
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
残

り
は
約
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
、
今
後
も
同
程
度
の
予
算

を
計
上
し
な
が
ら
、
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

■
一
般
会
計　

総
務
費

〇
行
政
改
革
推
進
事
業　

問

渡
辺
委
員　

新
嵐
山
ス
カ

イ
パ
ー
ク
の
あ
り
方
の
現
状
に

課
題
が
あ
る
と
い
う
認
識
か
。

答

総
務
課
長　

平
成
21
年
に

あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
提
言

を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
毎
年

議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
行
政
改
革
の
視
点
か
ら
、

さ
ら
に
中
長
期
的
な
展
望
を
検

討
す
る
た
め
、
行
政
改
革
推
進

委
員
会
に
専
門
部
会
を
作
り
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
の
予
算
計
上
で
す
。

問

渡
辺
委
員　

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

総
務
課
長　

現
在
の
指
定

管
理
者
期
間
が
平
成
29
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
総
合
計
画
が
平
成
31
年

度
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

来
年
度
中
に
は
大
き
な
方
向
性

を
見
出
し
、
検
討
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

〇
総
合
計
画
推
進
事
業

問

梶
澤
委
員　

町
民
参
加
推

進
会
議
が
総
合
計
画
審
議
会
と

一
本
化
す
る
。「
町
民
参
加
」に

関
し
て
議
論
す
る
時
間
が
少
な

く
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
。

答

企
画
財
政
課
長　

審
議
会

の
前
提
と
な
る
専
門
部
会
で
徹

底
的
に
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

一
本
化
の
経
過
に
つ
い
て
は
審

議
会
委
員
に
説
明
し
な
が
ら
評

価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
地
域
情
報
化
推
進
事
業

問

吉
田
委
員　

農
村
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
に
つ
い
て
、
新
年

度
は
国
見
地
区
の
整
備
を
予
算

化
す
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
進

め
方
は
。

答

企
画
財
政
課
長　

携
帯
電

話
の
高
速
回
線
が
普
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
利
用
は
伸
び
て
い

ま
せ
ん
が
、
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
分

野
で
無
線
電
波
の
利
用
を
研
究

し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
面
か

ら
利
用
戸
数
が
増
え
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

■
一
般
会
計　

民
生
費

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
支
援
事
業

問

正
村
委
員　

町
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
資
金
の
一

部
を
補
助
し
て
い
る
。
そ
の
補

助
金
の
調
書
を
見
る
と
、
ふ
ま

ね
っ
と
活
動
へ
の
支
出
が
多
い

よ
う
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
と
ふ
ま

ね
っ
と
事
業
の
関
係
を
ど
う
整

理
し
て
い
る
の
か
。

答

保
健
福
祉
課
長　

現
在
ふ

ま
ね
っ
と
事
業
の
事
務
局
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉

係
が
担
当
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
ふ
ま
ね
っ
と
事

業
は
介
護
予
防
の
ほ
か
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
人
材

育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ふ
ま
ね
っ
と
事
務
局

を
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
に
つ

い
て
は
、社
会
福
祉
協
議
会
と

の
話
し
合
い
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

質
疑
・
答
弁（
要
旨
）

平
成
29
年
度
各
会
計
予
算
と
予
算
関
連
議
案
は
予
算
決
算
特
別

委
員
会（
髙
橋
源
委
員
長
・
委
員
15
人
）に
付
託
し
、
３
月
７
～

10
日
の
４
日
間
の
日
程
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平成28年　第12回予算決算特別委員会

問

正
村
委
員　

ふ
ま
ね
っ
と

活
動
を
町
と
し
て
有
効
と
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
へ

の
補
助
金
と
い
う
立
場
で
な
い

支
援
も
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

保
健
福
祉
課
長　

介
護
予

防
の
地
域
に
お
け
る
場
と
し
て

期
待
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
育
ち
地
域
へ
展
開

し
て
い
る
実
績
も
あ
り
、
今
後

地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■
一
般
会
計　

衛
生
費

〇
乳
幼
児
等
医
療
費
給
付
事
業

問

梅
津
委
員　

子
ど
も
の
医

療
費
無
償
化
は
貧
困
対
策
で
も

あ
る
。
前
向
き
な
検
討
を
求
め

る
が
。

答

子
育
て
支
援
課
長　

自
治

体
間
で
無
償
化
競
争
を
す
る
の

で
は
な
く
、
国
や
道
に
対
し
機

会
を
と
ら
え
て
制
度
改
正
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計　

農
林
産
業
費

〇
農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

問

梶
澤
委
員　

帯
広
畜
産
大

学
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
予
算

計
上
が
な
い
。
昨
年
度
の
台
風

の
影
響
も
あ
り
対
策
に
変
化
が

あ
る
と
考
え
る
が
指
導
は
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

答

農
林
課
長　

一
定
程
度
デ

ー
タ
が
集
ま
り
、
研
究
と
し
て

整
理
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
予

算
化
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
継
続
し
て
指
導
を
い
た
だ

き
ま
す
。

■
一
般
会
計　

商
工
費

〇
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業問

正
村
議
員　

リ
ビ
ン
グ
カ

フ
ェ
縁
側
の
３
年
間
の
総
括
は
。

答

商
工
観
光
課
長　

フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
、
各
種
団
体
の
活
用

な
ど
を
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
ま
す
。

問

正
村
議
員　

新
た
に
創
設

す
る「
ま
ち
な
か
再
生
会
議
」は

何
を
目
指
す
の
か
。
賃
借
料
の

面
か
ら
、
空
き
店
舗
を
借
り
上

げ
な
い
方
法
も
あ
る
の
で
は
。

答

商
工
観
光
課
長　

目
的
は

「
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」

で
す
。
前
身
の「
縁
側
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」と
異
な
る
点
は
、
学

識
経
験
者
の
招
へ
い
と
ま
ち
な

か
の
施
設
の
機
能
整
理
に
つ
い

て
広
く
検
討
を
行
う
こ
と
で
す
。

リ
ビ
ン
グ
カ
フ
ェ
縁
側
の
運
営

は
、
ま
ず
は
１
年
継
続
し
、
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
一
般
会
計　

消
防
費

〇
地
域
防
災
対
策
事
業（
同
報

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
基
本
設
計

委
託
料
）

問

常
通
委
員　

委
託
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

総
務
課
参
事　

導
入
を
前

提
と
し
た
提
案
で
あ
り
、
少
し

で
も
早
く
設
置
し
た
い
と
考
え
、

来
年
度
の
実
行
計
画
策
定
ま
で

に
費
用
等
を
算
出
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

問

立
川
委
員　

全
戸
設
置
な

ら
ば
浸
水
地
域
以
外
の
方
の
意

見
な
ど
も
広
く
聴
く
機
会
を
持

つ
べ
き
で
は
。

答

総
務
課
長　

全
町
的
な
課

題
共
有
は
継
続
し
て
行
う
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。今
回
の
提

案
は
、極
め
て
緊
急
性
が
高
い

と
判
断
し
た
中
の
手
法
の
一
つ
で

す
。問

立
川
委
員　

今
回
の
災
害

で
は
今
あ
る
手
段
が
う
ま
く
使

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
課
題
で

あ
る
。
整
備
を
急
が
ず
、
情
報

の
発
令
ル
ー
ル
等
を
見
直
し
、

町
民
に
示
し
て
か
ら
で
も
よ
い

の
で
は
。

答

総
務
課
長　

ハ
ー
ド
面
の

整
備
の
み
に
重
点
を
置
く
の
で

は
な
く
、
新
ル
ー
ル
の
周
知
や

意
識
啓
発
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

正
村
委
員　

来
年
の
実
行

計
画
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
の

こ
と
だ
が
、
議
会
が
十
分
な
判

断
を
す
る
に
は
一
定
の
時
間
が

必
要
。
柔
軟
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
は
な
ら
な
い
の
か
。

答

総
務
課
参
事　

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
協
議
を
進

め
る
な
か
で
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
実
行
計
画
策
定

ま
で
の
間
で
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
情

報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■
一
般
会
計　

教
育
費

〇
教
育
委
員
会
運
営
事
業

問

梶
澤
委
員　

法
改
正
に
よ

り「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

設
置
」が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携

が
重
要
と
考
え
る
が
。

答

教
育
長　

非
常
に
重
要
と

考
え
、
今
後
も
研
究
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

〇
教
育
課
程
支
援
事
業（
小
学
校
）

問

正
村
委
員　

ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
来
年
度

の
取
り
組
み
は
。

答

教
育
長　

現
在
で
も
、
道

徳
教
育
の
中
に
外
部
人
材
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
学

習
指
導
要
領
等
の
変
更
に
注
視

し
、
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

〇
要
・
準
要
保
護
児
童
就
学
援

助
事
業

問

梅
津
委
員　

新
入
学
準
備

金
は
、
生
活
保
護
基
準
額
見
直

し
に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ
る
べ

き
。

答

学
校
教
育
課
長　

国
の
基

準
に
準
じ
て
支
給
す
る
よ
う
に

事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。
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■
平
成
28
年
度
芽
室
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
13
号
）及
び
５

特
別
会
計
、
１
事
業
会
計

�

（
３
月
22
日
）

【
討　

論
】（
要
旨
）

�

梅
津　

伸
子
議
員

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
第
５
号
に
つ
い
て
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。
介

護
保
険
に
お
い
て
は
、
制
度
の

改
悪
が
続
い
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
平
成
27
、
28
年
度
は
、

補
足
給
付
に
お
け
る
収
入
認
定

の
改
悪
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、
本
町
の
対
象

と
な
る
施
設
利
用
者
１
６
１
人

の
う
ち
、
28
人
が
そ
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
入
所
者
の
多
く
が
女
性
で
、

遺
族
年
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
の
負
担
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
利
用
者

の
負
担
増
は
認
め
ら
れ
な
い
と

の
立
場
か
ら
反
対
と
し
ま
す
。

�

中
野　

武
彦
議
員

　

不
用
額
を
整
理
す
る
の
が
主

な
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予

算
措
置
さ
れ
る
項
目
に
つ
い
て

も
、
補
正
の
趣
旨
に
合
致
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

平成29年度予算案　反対・賛成討論（要旨）／平成28年度補正予算

平
成
29
年
度
予
算
案
　
反
対
・
賛
成
討
論（
要
旨
）

　

住
民
に
と
り
最
も
身
近
な
行
政
が
安

全
、
安
心
と
福
祉
向
上
を
実
現
す
べ
き

と
の
視
点
か
ら
、
以
下
の
６
点
を
理
由

に
反
対
し
ま
す
。

①
自
衛
隊
活
動
に
協
力
す
る
事
業
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
。

②
町
税
等
滞
納
徴
収
事
務
事
業
に
お
け

る
十
勝
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構
運
営

分
担
金
の
計
上
は
、
生
計
費
非
課
税
の

原
則
に
照
ら
し
、
自
治
体
の
役
割
に
相

反
す
る
。

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
は
、
情
報
漏

え
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等
に
対
す

る
深
刻
な
不
安
が
あ
り
、
や
め
る
べ
き
。

④
国
保
特
別
会
計
⑤
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
⑥
介
護
保
険
特
別
会
計
の
３

会
計
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
利
用
者

の
さ
ら
な
る
負
担
増
と
な
る
。

　
「
同
報
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
基
本
設

計
委
託
料
」の
予
算
計
上
に
つ
い
て
、

検
証
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

現
状
の
情
報
発
信
方
法
の
課
題
解
決

策
や
対
策
本
部
内
の
人
員
配
置
改
善
策

が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在

の
ま
ま
個
別
端
末
を
導
入
し
、有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
疑
問
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
議
会
基
本
条
例
第

12
条
に
則
り
、
政
策
を
審
査
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト
計

算
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
現
段
階
で
は
事
業
全
体
の
総

体
費
用
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
判

断
材
料
が
な
く
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
民
や
議
会
も
含
め
、
全
町
が
災
害

復
興
に
向
け
、
一
丸
と
な
り
進
め
る
よ

う
な
過
程
を
経
て
か
ら
、
提
案
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

理
由
は
、
災
害
対
策
費
に「
同
報
デ

ジ
タ
ル
防
災
無
線
基
本
設
計
委
託
料
」

が
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
昨
年

の
災
害
に
お
い
て
は
、
情
報
発
信
の
遅

さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
を
し
な
い
ま

ま
新
た
な
対
策
を
行
う
こ
と
に
は
反
対

で
す
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
ー

メ
ー
ル
）、
ま
た
は
近
所
で
の
声
か
け

を
徹
底
す
る
こ
と
で
十
分
足
り
る
と
考

え
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は「
災
害
復
興
断
行
と

子
育
て
支
援
進
化
予
算
」と
し
て
名
付

け
編
成
さ
れ
ま
し
た
。子
育
て
、福
祉
の

分
野
で
は
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お

い
て
事
業
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ま
ち
な
か
再
生
会
議
」の
立

ち
上
げ
や
、「
サ
イ
ク
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」等
の
新

し
い
取
り
組
み
に
は
大
き
な
期
待
を
し

ま
す
。

　

町
民
、
各
種
団
体
・
組
織
体
、
企
業
・

法
人
、
町
長
は
じ
め
役
場
職
員
、
そ
し

て
議
会
が
情
報
を
共
有
し
、
支
え
合
い
、

町
の
課
題
解
決
に
向
け
て
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
事
業
の
充

実
、
農
業
分
野
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
や
、
発

祥
の
地
で
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
関
連
事

業
の
予
算
計
上
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し

ま
す
。

　

新
年
度
は「
復
旧
・
復
興
元
年
」と
し

て「
災
害
検
証
」が
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
専
門
家
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
民

と
の「
対
話
の
場
」を
十
分
に
確
保
し
、

第
４
期
総
合
計
画
の
後
期
実
施
計
画
の

さ
ら
な
る
実
現
を
目
指
し
、
よ
り
協
働

に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
、
賛
成
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
採
決
を
前
に
、
６
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
予
算
は
第
４
期
総
合
計
画「
後
期

実
施
計
画
」に
基
づ
き
編
成
さ
れ
、
提

案
説
明
や
答
弁
に
よ
り
、
内
容
も
明
確

か
つ
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
町
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
身
近
な
課
題
に

対
す
る
見
直
し
や
新
規
事
業
創
設
は
町

民
の
期
待
の
大
き
い
事
業
で
あ
る
と
と

も
に
、
嘱
託
職
員
等
の
待
遇
改
善
を
図

っ
た
こ
と
も
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

一
般
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
中
で
、

基
金
等
を
有
効
に
活
用
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予

算
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し
ま
す
。

反　対

梅津　伸子
議員

反　対

吉田　敏郎
議員

賛　成

梶澤　幸治
議員

賛　成

常通　直人
議員

賛　成

寺町　平一
議員

反　対

立川　美穂
議員

■
平
成
28
年
度
芽
室
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
12
号
）及
び
４

特
別
会
計
、
２
事
業
会
計

�

（
３
月
２
日
）

【
討　

論
】（
要
旨
）

�

梅
津　

伸
子
議
員

　

反
対
理
由
は
、
一
般
会
計
に

お
け
る
自
衛
隊
活
動
協
力
事
業

に
つ
い
て
で
す
。
南
ス
ー
ダ
ン

に
第
５
旅
団
が
５
月
か
ら
派
遣

さ
れ
る
予
定
で
す
。
若
い
方
た

ち
を
危
険
な
場
所
に
送
り
込
む

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
自
衛
隊

の
募
集
活
動
は
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
隊
員
の
命

を
守
る
立
場
か
ら
、
許
し
が
た

い
と
い
う
立
場
で
反
対
討
論
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

中
野　

武
彦
議
員

　

一
般
会
計
歳
出
の
中
で
、
重

要
な
も
の
と
し
て
認
可
保
育
所

運
営
事
業
に
お
け
る
委
託
料
や

補
助
金
等
、
ま
た
農
業
に
関
す

る
補
助
金
や
修
繕
費
等
及
び
除

雪
車
運
転
手
に
支
払
う
賃
金
、

さ
ら
に
は
災
害
復
旧
に
関
す
る

も
の
な
ど
重
要
な
も
の
が
入
っ

て
い
ま
す
。
速
や
か
に
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
町
民
の
利
益
に
な

る
こ
と
を
申
し
上
げ
、
賛
成
討

論
と
し
ま
す
。

平
成
28
年
度

補
正
予
算
案
を
可
決

平成28年度補正予算（歳出）の主な内容 平
成
28
年
度
補
正
予
算
は
、
３
月
２
日
に
一
般
会
計
、
４
特
別
会
計
、
２
事
業
会
計
、
22
日
に
一
般
会
計
、

５
特
別
会
計
、
１
事
業
会
計
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

補正予算

賛
成

賛
成

一
般
会
計
の
総
額
は

　
　
　
　
　

１
４
８
億
１
７
６
６
万
２
千
円
に

３/2.22

反
対

反
対

３月２日（木）� ※金額は万円未満切り捨て
項　目 補正金額 主な内容

一 般 管 理 費 1,951 寄付金および基金利子を積立金として追加

情 報 対 策 費 418 新規採用職員分のパソコン購入費用

高 齢 者 福 祉 費 217 災害に伴う介護保険料減免分および人件費執行見込み
による追加など

認 可 保 育 所 費 928 認可外保育施設保育料助成金など

診 療 所 費 1,601 病院事業会計補助金の追加など

上 水 道 施 設 費 1,862 災害に伴う上水道使用料減免分及び営農用水への補水
に係る給水費用

農 業 総 務 費 1,424 産地パワーアップ事業補助金

農 業 振 興 費 1,218 ふるさと応援寄付金を積立金として追加

畜 産 業 費 3,311 公社営事業で平成29年度に予定していた隔障物整備等
を前倒しで実施することになったための追加

土 地 改 良 費 11,903 北海道の事業量調整と国の補正予算による繰越明許費
の追加

土 木 車 両 管 理 費 759 除排雪出動回数増加に伴う賃金、修繕費等の追加

学 校 管 理 費 169 上美生小学校の塗装修繕

職 員 給 与 費 348 災害や除雪による時間外勤務手当

住 宅 施 設 災 害 復 旧 費 523 西町団地公営住宅の災害復旧工事（繰越明許費）

都市施設等災害復旧費 2,068 西工業団地企業敷地及び上美生小麦乾燥調製施設敷地
内の堆積土砂排除費用（繰越明許費）

そ の 他 公 用・公 共 施 設
災 害 復 旧 費 468 新嵐山パークゴルフ場造成工事など（繰越明許費）

林業用施設災害復旧費 3,302 西工業団地内企業の木材処理加工施設

３月22日（水）
項　目 補正金額 主な内容

一 般 管 理 費 4,792 寄付金を積立金として追加

保 健 衛 生 総 務 費 6,497 国民健康保険特別会計繰出金

農 業 振 興 費 3,709 農業振興基金積立金

※補正額が100万円以上の事務事業を掲載

6めむろ議会だより　Ｎo1767 めむろ議会だより　Ｎo176
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庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
可
決

３月定例会議　焦点

め
む
ろ
ま
ち
づ
く
り
参
加
条
例
を
改
正

債
権
管
理
条
例
を
制
定

３
月
定
例
会
議
で
、「
芽
室
町
役

場
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定
の

件
」は
、
賛
成
11
・
反
対
４
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
各
議
員
の
討
論（
要
旨
）

反
対�
立
川　

美
穂
議
員

　

こ
れ
ま
で
の
計
画
の
進
め
方

が
住
民
参
加
、
協
働
の
ス
タ
イ

ル
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
は「
Ａ
地
区
と
Ｃ
地
区
を

比
較
検
討
す
る
」と
し
な
が
ら
、

８
月
の
災
害
後
に
、
庁
内
検
討

の
み
で
Ａ
地
区
を
建
設
場
所
と

決
定
し
ま
し
た
。
将
来
に
わ
た

り
町
民
の
大
切
な
財
産
と
な
る

庁
舎
建
設
を
、
こ
の
よ
う
な
強

引
な
や
り
方
で
決
め
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

渡
辺　

洋
一
郎
議
員

　

災
害
時
対
応
、
利
便
性
と
将

来
の
土
地
利
用
も
考
え
る
と
、

Ｃ
地
区
に
建
設
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
災
害
時

の
ハ
ブ
機
能
あ
り
き
の
土
地
利

用
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
疑
問

で
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
意
見
を
聞
く

た
め
に
意
見
交
換
会
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

Ｃ
地
区
が
い
い
と
し
た
意
見
が

何
ら
比
較
検
討
す
ら
さ
れ
ず
、

計
画
策
定
に
至
っ
た
経
過
に
つ

い
て
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責

任
が
果
た
せ
る
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

賛
成�

中
野　

武
彦
議
員

　

町
は
基
本
構
想
策
定
以
来
、

町
民
と
の
対
話
の
場
を
多
く
設

け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地

の
有
効
利
用
、
人
の
流
れ
、
利

便
性
、
そ
し
て
災
害
時
の
観
点

な
ど
、
総
合
的
視
野
を
持
ち
検

討
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
内
容
は
合
理
的
で
、

限
り
な
く
理
想
に
近
い
も
の
で

す
。
行
政
・
議
会
・
町
民
が
一

体
と
な
り
、
計
画
を
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
町
民
の
最
大
の
利
益
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

�

早
苗　
　

豊
議
員

　

本
計
画
は
、
現
庁
舎
の
問
題

点
と
さ
れ
る
①
耐
震
性
不
足
②

老
朽
化
③
事
務
機
能
の
分
散
化

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
を
解
決

し
、
災
害
に
強
い
構
造
と
防
災

拠
点
機
能
を
有
す
る
こ
と
を
加

味
し
、
建
設
位
置
や
機
能
整
備

の
考
え
方
が
整
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

十
分
町
民
や
議
会
の
意
見
も
含

め
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

�

寺
町　

平
一
議
員

　

本
計
画
は
、
過
去
の
議
会
の

協
議
・
検
討
の
積
み
上
げ
で
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
か
ら
意
見
聴

取
の
下
に
作
ら
れ
た
、
綿
密
な

計
画
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
庁
舎
が
、
迅
速
・
正
確
・

さ
わ
や
か
な
対
応
に
よ
り
、
親

切
で
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
町
民
の
集
い

の
場
所
と
な
る
こ
と
を
切
望
し

ま
す
。

�

青
木　

定
之
議
員

　

新
庁
舎
建
設
整
備
に
あ
た
り
、

多
く
の
町
民
か
ら
、
防
災
設
備

を
兼
ね
備
え
た
施
設
を
期
待
す

る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
案
は
、
①
耐
震
性
②
老

朽
化
③
事
務
機
能
の
分
散
④
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
な
ど
、
現
庁

舎
の
課
題
の
対
策
が
全
て
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
計
画
に
示

す
平
成
33
年
度
の
供
用
開
始
に

向
け
、
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
た
推
進
を
熱
望
し
ま
す
。

�

正
村　

紀
美
子
議
員

①
建
設
場
所
が
、
議
会
が
提
案

し
た
協
議
結
果
報
告
書
に
あ
る

候
補
地
か
ら
選
定
さ
れ
て
い
る
。

②
災
害
を
想
定
し
た
機
能
、
土

地
利
用
の
整
理
が
さ
れ
て
い
る
。

③
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
が
明
確
に
な
っ
た
。
④
国

の
補
助
活
用
な
ど
、
財
源
確
保

が
明
確
に
な
っ
た
。
以
上
の
４

点
に
よ
り
賛
成
で
す
。

　

今
後
は
町
民
参
加
と
情
報
公

開
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
駆
使
し
、
納
得
の
い
く
新
庁

舎
建
設
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま

す
。

今後のスケジュール
債
権
管
理
条
例
の

意
義
と
は　
　
　

３
月
定
例
会
議
初
日
に
、「
め
む

ろ
ま
ち
づ
く
り
参
加
条
例
」は
、

賛
成
10
・
反
対
５
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
各
議
員
の
討
論（
要
旨
）

反
対�

渡
辺　

洋
一
郎
議
員

　

本
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

町
民
参
加
制
度
が
望
ま
し
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
町
民
と
町

職
員
が
率
直
に
話
し
合
え
る
場
、

制
度
の
運
用
状
況
や
町
民
の
関

心
の
あ
り
方
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
場
と
し
て
、
町
民
参
加
推

進
会
議
を
な
く
す
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

３
月
定
例
会
議
最
終
日
に
、「
芽

室
町
債
権
管
理
条
例
制
定
の
件
」

は
、
賛
成
13
・
反
対
２
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
各
議
員
の
討
論（
要
旨
）

反
対 

渡
辺　

洋
一
郎
議
員

　

徴
収
に
あ
た
っ
て
は
、
法
に

よ
っ
て
、
納
税
者
の
負
担
能
力

に
応
じ
た
分
納
、
猶
予
制
度
、

税
制
緩
和
、
差
し
押
さ
え
等
の

処
分
に
つ
い
て
、
明
確
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
徴
税
に
関
す

る
法
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

町
独
自
の
条
例
制
定
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

�

立
川　

美
穂
議
員

　

住
民
の
意
思
を
尊
重
し
た
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

町
民
参
加
の
成
果
に
特
化
し
た

検
討
会
議
の
存
在
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
町
の
基
本
目
標

に
掲
げ
て
い
る
本
町
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

内
容
の
精
査
を
行
い
、
よ
り
委

員
の
方
々
に
と
っ
て
参
画
し
が

い
の
あ
る
方
策
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

�

正
村　

紀
美
子
議
員

　

町
民
参
加
推
進
会
議
は
、
町

民
参
加
手
続
の
評
価
や
町
民
参

加
の
推
進
を
行
う
た
め
に
設
置

さ
れ
た
会
議
体
で
あ
り
総
合
計

画
の
施
策
評
価
を
行
う
会
議
体

と
の
役
割
は
異
な
り
ま
す
。
よ

っ
て
評
価
組
織
の
一
本
化
は
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

賛
成�

中
野　

武
彦
議
員

　

町
長
が
推
進
会
議
に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
尊
重
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
町
民
の
意
見
を

聞
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

改
正
に
つ
い
て
は
合
理
的
理
由

に
欠
く
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

賛
成�

正
村　

紀
美
子
議
員

　

町
税
お
よ
び
使
用
料
等
は
、

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
り
、
税

負
担
の
公
平
性
は
確
保
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
債
権
は

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
債
権
の
放
棄
は
、
条
例

制
定
に
よ
り
、
法
令
や
規
則
に

も
と
づ
い
た
適
正
な
事
務
処
理

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
の
生
活
支
援
、
生
活
再
建

に
つ
な
が
る
債
権
管
理
を
実
行

す
る
た
め
、
全
庁
的
な
コ
ン
セ

ン
サ
ス
の
形
成
を
期
待
し
ま
す
。

�

中
野　

武
彦
議
員

　

本
条
例
の
制
定
は
、
事
実
上

回
収
の
見
込
み
が
な
い
債
権
を

放
棄
さ
れ
ず
に
管
理
さ
れ
続
け
、

管
理
業
務
が
非
効
率
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
解
消
す
る
と
い
う

意
義
は
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

債
権
発
生
か
ら
消
滅
ま
で
に
至

る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
対

象
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
運
用
す
る
中
で
必
要
に
応

じ
、
検
討
を
重
ね
た
う
え
で
改

正
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考

え
ま
す
。

　
税
や
料
金
な
ど
町
の『
債
権
』

の
徴
収
は
、
法
律
で
町
の「
義

務
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た「
債
権
を
理
由
も
な
く

放
置
し
た
り
免
除
し
た
り
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
原
則

と
し
て
、
町
長
に
そ
の
行
使

ま
た
は
不
行
使
に
つ
い
て
の

裁
量
は
な
い
。」と
の
判
例
が

あ
り
、
担
当
者
の
意
思
で
徴

収
で
き
る
債
権
を
徴
収
し
な

い
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
一
方
で
、
各
債
権
は
、
消

滅
時
効（
一
定
期
間
行
使
さ

れ
な
い
場
合
、
権
利
を
消
滅

さ
せ
る
制
度
）が
あ
る
も
の
と
、

時
効
の
援
用（
時
効
の
利
益

を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
相

手
に
伝
え
る
こ
と
）又
は
権

利
の
放
棄
を
し
な
い
限
り
消

滅
し
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の「
債
権
管
理
条
例
」

は
、
債
権
の
明
確
化
の
ほ
か
、

主
に
債
権
放
棄
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
規
定
し
、
町
の
債
権

全
般
に
つ
い
て
、
一
層
の
管

理
の
適
正
化
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

�

平
成
33
年
度
供
用
開
始
に
向
け
、
基
本
設
計
に
入
る

３月定例会議

焦点

基本設計

新庁舎　
建設工事

供用開始
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※広瀬重雄議長は採決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

渡
辺
洋
一
郎

梶
澤　

幸
治

立
川　

美
穂

早
苗　
　

豊

中
村　

和
宏

寺
町　

平
一

正
村
紀
美
子

吉
田　

敏
郎

中
野　

武
彦

青
木　

定
之

常
通　

直
人

梅
津　

伸
子

西
尾　

一
則

髙
橋　
　

源

柴
田　

正
博

審
査
結
果

議　

決　

日

委員会報告 委員会報告（議会の運営について） 採決なし

3/2

行政報告 行政報告 採決なし

そ の 他 平成２９年度町政執行方針及び教育行政執行方針 採決なし

諮 問 人権擁護委員推薦につき意見を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 意見なし

議 案 芽室町公平委員会委員選任につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 選任同意

議 案 団体営土地改良事業施行の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 めむろまちづくり参加条例中一部改正の件 × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町奨学金貸付条例全部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町指定地域密着型サービスに関する基準を定める条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町指定地域密着型介護予防サービスに関する基準を定める条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町一般会計補正予算（第１２号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町公共下水道特別会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町簡易水道特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町上水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議長発議 議員研修会派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決　　定

委員会報告 委員会報告（議会の運営について） 採決なし

3/２２

行政報告 行政報告 採決なし

議 案 平成２９年度芽室町一般会計予算 × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町国民健康保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町介護保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町地域開発事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町公共下水道特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町集落排水特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町簡易水道特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町上水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２９年度芽室町公立芽室病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 職員定数条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 特別職の給与に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 職員の給与に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 嘱託職員の報酬等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町交通安全指導員設置条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町行政改革推進委員会設置条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 町税条例等中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

審議した議案と各議員の賛否／陳情

平成28年定例会３月定例会議（平成29年３月開催）　審議した議案と各議員の賛否種　
　

類

議　員　名

議　案　名

渡
辺
洋
一
郎

梶
澤　

幸
治

立
川　

美
穂

早
苗　
　

豊

中
村　

和
宏

寺
町　

平
一

正
村
紀
美
子

吉
田　

敏
郎

中
野　

武
彦

青
木　

定
之

常
通　

直
人

梅
津　

伸
子

西
尾　

一
則

髙
橋　
　

源

柴
田　

正
博

審
査
結
果

議　

決　

日

議 案 芽室町都市計画税条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

3/２２

議 案 芽室町コミュニティセンター等設置及び管理条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町立保育所条例廃止の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町立農村地域保育所条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町教育振興基本計画策定委員会設置条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町都市公園条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町サッカー場設置及び管理条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町役場庁舎建設基本計画策定の件 × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町債権管理条例制定の件 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 国営芽室地区用水路災害復旧工事（Ｈ２８繰越）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 町道芽室御影線上芽室橋災害復旧工事（Ｈ２８繰越）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 町道日進線日進橋災害復旧工事（Ｈ２８繰越）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 町道西芽室西三十号線西芽室橋災害復旧工事（Ｈ２８繰越）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町特定公共賃貸住宅管理条例廃止の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町一般会計補正予算（第１３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町国民健康保険特別会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第５号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町地域開発事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町集落排水特別会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 平成２８年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算 ( 第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案 芽室町議会会議条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情「テロ等組織犯罪準備罪を新設する組織犯罪処罰法改正案の成立に反対する意見書」に関する陳情

総務経済常任委員会に審査付託陳 情「テロ等組織犯罪準備罪を新設する組織犯罪処罰法改正案の成立に反対する意見書」に関する陳情

陳 情「テロ等組織犯罪準備罪を新設する組織犯罪処罰法改正案の成立に反対する意見書」に関する陳情

陳　情
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総
務
経
済
常
任
委
員
会（
梅
津
伸
子
委
員
長
・
委

員
７
人
）に
付
託
さ
れ
た「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪

を
新
設
す
る
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
の
成
立
に
反

対
す
る
意
見
書
」の
提
出
に
関
す
る
陳
情
」に
つ
い
て

は
、
23
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
陳
情
提
出
者
の
山

崎
久
恵
さ
ん
、
畑
中
庸
助
さ
ん
を
参
考
人
と
し
て
招

き
、
趣
旨
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

27
日
、、
委
員
に
よ
る
討
論
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
少
数
で「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
ま

し
た
。 「

組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正

反
対
」

「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」と
決
定

�

ー
総
務
経
済
常
任
委
員
会

陳情者を招き、総務経済常任委員会で審査を行いました。
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一
層
の
議
会
活
性
化
に
向
け
て

議会改革
諮問会議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
議
長
お
よ
び
議
会
運

営
委
員
長
が
同
席
し
、
議
会
活
動

の
現
状
や
課
題
な
ど
、
随
時
ヒ
ア

リ
ン
グ
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
協
議
を
行
っ
た
こ
と
で
、
現
状

の
理
解
と
課
題
把
握
が
よ
り
進
ん

だ
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
内
容
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
議
会
活
性
化
計
画

お
よ
び
活
性
化
策
へ
反
映
す
べ
く

議
会
内
部
で
協
議
を
行
い
、
住
民

参
加
と
情
報
公
開
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
一
層
の
議
会
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

　

３
月
３
日
、
議
会
改
革
諮
問
会

議（
蘆あ

し

田だ

千
秋
会
長
・
委
員
５
人
）

は
広
瀬
重
雄
議
長
に「
議
会
活
性

化
主
要
事
業
」に
つ
い
て
の
提
言

書
を
手
交
し
ま
し
た
。（
提
言
の
内

容
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

　

今
年
度
は
、「
こ
れ
ま
で
の
議
会

の
取
組
み
の
中
で『
弱
い
』部
分
を

強
化
す
る
た
め
、
現
在
行
っ
て
い

る
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
次
年
度

の
活
性
化
策
へ
反
映
し
た
い
。」と

議
長
か
ら
の
趣
旨
説
明
を
受
け
た

後
、
平
成
28
年
8
月
29
日
か
ら
、

合
計
５
回
の
会
議
を
開
催
し
、
議

　
「
議
会
改
革
諮
問
会
議
」は
町
議

会
基
本
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て

設
置
さ
れ
て
い
る
議
会
の
附
属
機

関
の
一
つ
で
、
議
会
の
諮
問
に
応

じ
て
、
①
議
会
改
革
及
び
活
性
化

に
関
す
る
事
項
、
②
基
本
条
例
の

見
直
し
に
関
す
る
事
項
、
③
議
員

定
数
・
歳
費
に
関
す
る
事
項
の
ほ

か
、
議
長
が
諮
問
す
る
事
項
に
つ

い
て
調
査
及
び
審
議
並
び
に
議
会

に
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度
に
お

い
て
は
、
主
に
議
員
定
数
と
議
員

報
酬
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

度
に
は
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
災
害
時
対

応
基
本
計
画
）や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）計
画
、
議
員
倫
理
、
政

策
提
言
型
議
会
に
向
け
た
制
度
設

計
、
議
会
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３/３

議会改革諮問会議とは…

平成27～28年度の
諮問会議委員

議長に提言書を手交する諮問委員。

議会改革諮問会議

１　議会政策形成サイクルの充実
（１）政策形成サイクルの進化
　①　議論の経過の見える化
　　・意見交換で出された意見がどのように協議され政策に生かされたのかを明確化すること。
　②　フロー図の改善
　　・�意見交換会では、意見交換会をベースにしたサイクルを表示するなどして町民の理解を促す

こと。
　　・町民要望を町の政策に反映するための時期、タイミングを町民に分かりやすく伝えること。
　　・所管事務調査・視察が結果となるまでの一連の流れを町民に伝えること。
　　・評価ベースのサイクルについても、適宜見直しを行うこと。

２　町民との意見交換会の充実
（１）意見交換機会の進化・充実
　①　資料提供・説明の充実
　　・町民の視野を広げより深い議論となるよう適切な情報を提供すること。
　　・議会の基本を知ってもらい、議会と交流できるような仕組みの構築に向けた検討をすること。
　②　意見交換会開催内容の工夫
　　・ 多様な意見の徴集のため、対象者・時期・テーマ等を意識し、参加者が意見を出しやすい意

見交換会となるよう常に創意工夫を行うこと。
　③　参加者への会議録の提供
　　・ワークショップなどにおいて他のテーブルの議論を共有できるよう会議録を提供すること。
　④　「議会報告と町民との意見交換会の意見・提案・要望等の取り扱いフロー」の改善
　　・ 町民からの要望事項として町に送付した意見について、町の対応状況を確認・調査し、町民

に示すこと。
（２）広聴ツールの充実
　①　町民アンケートの実施
　　・より多くの町民ニーズを取得するよう、不特定の町民から意見徴集すること。
　

３　議員間討議（自由討議）の実践
（１）議員研修の充実
　　・ 討議の趣旨は自己の意見を通すことが目的ではなく、議員間の考えを調整（アジャスト）して

いくプロセスが必要である。意見が住民にとってどのように働くのか、想像力を必要とする
ことから、議論の結論に至るまでの討議手法を学ぶこと。

（２）広報ツールの充実
　①　傍聴者の拡大
　　・自由討議の場をより多くの人に傍聴してもらうよう努めること。

４　議会ＩＣＴ計画の推進と実践
（１）ＩＣＴの継続的な活用
　　・ ＩＣＴは今後ますます重要な社会基盤となる。使い続けていくことで、町民の理解拡大、多

様な意見徴集などに繋がることから、継続してＩＣＴ利活用を図っていくこと。
（２）広報・広聴ツールとしての活用推進
　　①　意見募集の活用
　　　・テーマを決めて意見募集するなど、ＳＮＳを一層活用すること。
　　　・ 広聴ツールは住民が政策決定に関わることができる手段の一つであることの理解を広げる

こと。
　　　・議会への意見に対する返答期間を明示すること。
　　②　町民間の情報共有化
　　　・ 町民からの意見は、意見交換会での紹介や広報ツールでの公開などを通じて、他の町民と

の間で共有化を図ること。

活
性
化
主
計
画
主
要
事
業
４
項
目
に
提
言

駒澤建治さん

蘆田千秋さん 小山智幸さん

黒田卓裕さん 川合拓男さん
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３/４

議　会　白　書（平成29年３月分）延べ40時間01分活動しました！

議会が動く／議会白書

　

３
月
４
日
、『
地
域
が
学
び
の
場
と
な

る
た
め
に
』を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に「
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ
」を
中
央
公
民
館
講
堂

で
開
催
。
教
育
関
係
者
な
ど
町
内
外
か

ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
３
月
に
開
催
し

た「
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
の
地
方
創
生

の
課
題
に
関
す
る
気
づ
き
を
も
と
に
、

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も「
衰
退
し

な
い
地
域
」と
な
る
た
め
に
、
住
民
・

議
会
は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
。
住
民
の

意
識
醸
成
と
課
題
解
決
の
糸
口
を
探
る

た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
部
で
は
、
岐
阜
県
可
児
高
校
教

諭
の
浦
崎
太
郎
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

「
可
児
高
校
と
可
児
市
議
会
が
行
う
キ

ャ
リ
ア
教
育
」に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

浦
崎
氏
は
、
地
域
が
主
体
的
に
取
り

組
む
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ

い
て
、
可
児
市
で
の
実
践
例
を
中
心
に
、

画
像
を
交
え
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

教
育
政
策
の
動
向
か
ら
、
社
会
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、『
地
域
が
学
び
の
場
と
な
る
た
め

に
』を
テ
ー
マ
に
、
㈱
ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
近
江
正
隆
氏

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
浦
野

氏
の
ほ
か
岩
野
真
志
氏（
町
社
会
教
育

委
員
長
）、
松
山
博
行
氏（
町
商
工
会
地

域
商
工
業
振
興
委
員
長
）、
牛
嶋
あ
す

み
氏（
芽
室
青
年
会
議
所
副
理
事
長
）、

広
瀬
重
雄
議
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

　

各
氏
か
ら
は
自
己
紹
介
の
後
、
活
動

の
現
状
や
課
題
に
対
す
る
想
い
を
述
べ

た
後
、
今
年
度
議
会
が
実
施
し
た「
高

校
生
と
の
意
見
交
換
」か
ら
出
さ
れ
た

意
見
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
ア
イ
デ
ア
や
高
校
生
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
得
ら
れ
た「
社
会
教
育
＝
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
」の
重
要
性
を
踏
ま
え
、

本
町
に
合
っ
た
事
業
の
検
討
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
仕
組
み
を

議
会
発
・
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ
を
開
催

近江正隆コーディネータ－、パネリストの岩野真志氏、松山博行氏、牛嶋あすみ氏、広瀬重雄議長（左から）

講師の浦崎太郎氏

会　議　名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 ３月定例会議

3月2日 3:12 2:39 ・H29年度町政執行方針及び教育行政執行方針
・H29年度予算　他 6 (228)9:30～15:21

3月16日 1:52 4:06 ・�一般質問４人（立川美穂、渡辺洋一郎、早苗豊、
吉田敏郎） 12 130�9:30～15:28

3月17日 2:42 2:18 ・一般質問２人（正村紀美子、梅津伸子） 6 (347)9:30～14:30
3月22日 2:49 1:44 ・H29年度予算　他 3 (131)9:30～14:03

全 員 協 議 会

第12回 3月2日 0 0:01 ・�人権擁護委員推薦につき求められた意見の取り
まとめについて 6 (228)10:28～10:29

第13回
3月13日

0 1:01
・議会活性化策24事項の振り返りについて
・�議会基本条例等（平成28年度活動分）議員評価の
実施について　他

2 (96)
9:30～10:31

常 任 委 員 会

総　務
経　済

第19回 3月2日 0 0:25 ・芽室町債権管理条例制定の件について
・芽室町耐震改修促進計画の見直しについて 3 (228)15:30～15:55

第20回 3月6日 0 0:29 ・団体等との意見交換会のまとめについて 1 (520)11:00～11:29

第21回 3月13日 0 0:29 ・「芽室町債権管理条例制定の件」について 3 (96)10:45～11:14

第22回
3月22日

0:06 0:25
・�陳情第９・10・11号「テロ等組織犯罪準備罪を新
設する組織犯罪処罰法改正案の成立に反対する
意見書」の提出に関する陳情」について

0 (131)
2:15～2:40

第23回
3月23日

0:24 1:21
・�陳情第９・10・11号「テロ等組織犯罪準備罪を新
設する組織犯罪処罰法改正案の成立に反対する
意見書」の提出に関する陳情」について

5 106�
13:00～14:45

第24回
3月27日

0:48 0:56

・�陳情第９・10・12号「テロ等組織犯罪準備罪を新
設する組織犯罪処罰法改正案の成立に反対する
意見書」の提出に関する陳情」について
・３月定例会議の振り返りについて　他

12 19�
13:00～14:44

厚　生
文　教

第19回 3月22日 0 0:25 ・委員会政策提言事項の協議について 1 (131)2:57～3:22

第20回 3月29日 0:21 1:10 ・公立芽室病院新改革プランについて
・委員会政策提言事項の協議について 2 (316)13:30～15:01

議 会 運 営 委 員 会

第28回 3月2日 0 0:15 ・議会だより３月号の編集について
・H28芽室町議会「未来フォーラムⅡ」について 0 (228)16:06～16:21

第29回 3月6日 0:02 0:45 ・３月定例会議における一般質問について
・議会だより４月号の編集企画について　他 1 (520)9:30～10:17

第30回
3月17日

0 0:44
・�平成28年芽室町議会定例会３月定例会議の運営
について
・議会だより４月号の編集について　他

1 (347)
10:45～11:29

予 算 決 算 特 別 委 員 会

第11回 3月2日 0:10 1:11 一般会計・４特別会計・２事業会計補正予算 3 (228)13:50～15:11

第12回

3月7日 1:57 3:03 ・�H29年度予算等審査（７特別会計、２事業会計、
14関連議案、一般会計�議会費～総務費） 3 423�9:30～14:30

3月8日 2:08 4:09 ・H29年度予算等審査（一般会計　総務費～商工費） 3 385�10:30～16:47
3月9日 2:20 3:49 ・�H29年度予算等審査（一般会計　土木費～予備費、

歳入） 3 216�9:30～15:39
3月10日 0 0:28 ・H29年度予算等審査（討論・採決） 3 (263)9:30～9:58

第13回 3月22日 1:30 1:03 一般会計・５特別会計・１事業会計補正予算 1 (131)11:14～13:47

役場庁舎建設に関する調査
特 別 委 員 会

第13回 3月6日 0:13 2:03 ・「芽室町役場庁舎建設基本計画策定の件」について 9 (520)14:40～16:56

第14回 3月10日 0 0:23 ・「芽室町役場庁舎建設基本計画策定の件」について 8 (263)10:15～10:38
総務経済厚生文教常任委員
会 合 同 委 員 会 第８回 3月29日 0:15 1:20 ・�台風10号に対する災害対策本部の検証（中間報告③）

について 2 (316)9:30～11:05
総務経済厚生文教常任委員
会 連 合 審 査 会 第１回 3月6日 0:12 0:39 ・「芽室町債権管理条例制定の件」について 3 (520)13:30～14:21

小　計 58:22 21:01 37:21 計102 平均117.7

未 来 フ ォ ー ラ ム Ⅱ
3月4日

0:10 2:40
・「可児高校と可児市議会が行うキャリア教育」

浦崎　太郎氏
・「地域が『学びの場』となるために」　近江正隆氏他14:30～17:20

小　計 2:50 0:10 2:40
合　計 61:12 21:11 40:01 計102 平均117.7

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
※インターネット中継を実施しなかった会議

議会が
動く！
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16友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitter アカウント
@memuro_gikai

編
・
集
・
後
・
記

■
３
月
定
例
会
が
終
わ
り
平

成
29
年
度
の
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
に

災
害
復
旧
が
始
ま
り
ま
す
。

�

（
Ａ
）

■
卒
業
式
で
見
せ
た
涙
顔
も

入
学
式
で
は
笑
顔
に
変
わ

っ
て
ま
し
た
。
新
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
見

か
け
た
ら
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
Ｊ
）

■
今
年
も
春
耕
期
を
向
え
ト

ラ
ク
タ
ー
が
道
路
を
走
り

始
め
ま
し
た
。
農
作
業
事

故
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。�

（
Ｓ
）

市橋　　明
モニター
（南が丘）

議
会
モ
ニ
タ
ー
の

声

　

リ
リ
ー
ン
!!
役
場
庁
舎
３
階

に
ベ
ル
の
音
が
響
き
渡
り
、
議

場
に
張
り
詰
め
た
空
気
が
広
が

っ
た
。
そ
し
て
議
長
の
開
会
宣

言
か
ら
３
月
の
定
例
会
議
が
始

ま
っ
た
。
私
が
平
成
28
年
度
議

会
モ
ニ
タ
ー
と
な
り
初
め
て
定

例
会
議
を
傍
聴
し
た
。
そ
の
後

は
予
定
表
に
示
さ
れ
た
議
案
に

従
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
な
か
で

も
平
成
29
年
度
、
町
を
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
か
と
い
う

町
長
の
所
信
が
示
さ
れ
興
味
深

く
聞
い
た
。
ま
た
、
役
場
新
庁

舎
建
設
基
本
計
画
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
議
論
が
な
さ
れ
る
の
か
楽
し

み
で
あ
る
。
な
ど
と
思
い
な
が

ら
午
前
中
い
っ
ぱ
い
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
議
員
の
皆
さ

ん
の
熱
心
な
質
疑
や
役
場
職
員

の
丁
寧
な
回
答
等
、
議
会
を
傍

聴
し
た
意
義
は
十
分
に
あ
っ
た
。

３
月
定
例
会
議
を

傍
聴
し
て

惠田　喜歩さん
（西土狩）

町民からの

 ひとこと

　行政や議会にあまり関心を持た
ずに生活をしていた私ですが、４
年前にまちづくりに関わる活動へ
の参加をきっかけに関心を持ち始
めました。毎月の議会だよりの閲
読、ネット中継の視聴、議会フォ
ーラムへの参加などを通して、少
しずつ行政・議会を身近に感じる
ようになりました。このように議
会を身近に感じることができるよ
うになったのは芽室町議会の議会
改革、「開かれた議会へ」の取り組
みがあったからだと思います。
　この議会改革が、研究機関の全
国議会改革度調査で2014年度、
2015年度と２年連続で全国自治
体の中で総合１位に輝いているこ
と、また全国市町村アカデミー研
修の中での事例紹介や機関誌での
特集など、全国的に注目されてい
ることを町民として大変誇りに思
います。
　“まちづくり”は行政、民間が単
独で進めるものではなく、ともに
考え、進めていくものだと思いま
す。行政と協働で進める町民参加
型の自治、自らが暮らす町に誇り
と愛着を持ち、より良いものにす
るための取り組みに当事者意識を
もって積極的に関わり行動するま
ちづくりに、議会がより一層機能
されることを期待します。

　

今
ま
で
議
会
に
は
全
く
興
味

が
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
ぜ
ひ

町
民
の
皆
さ
ん
が
実
際
の
議
会

を
傍
聴
す
る
よ
う
お
勧
め
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
傍
聴
に
先
立
っ
て
い

た
だ
い
た「
よ
う
こ
そ
議
場
へ
」

と
い
う
資
料
は
本
町
議
会
の
こ

と
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
お
り
非
常
に
良
い
資
料
で
あ

っ
た
。
内
容
を
分
割
し
て
議
会

だ
よ
り
な
ど
に
連
載
し
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　

そ
の
他
、
持
ち
帰
り
禁
止
の

資
料
が
数
部
し
か
準
備
さ
れ
て

お
ら
ず
傍
聴
者
が
７
人
し
か
い

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
不

足
し
て
い
た
の
は
、
議
会
事
務

局
の
手
落
ち
で
あ
ろ
う
。
傍
聴

青木　定之

早苗　　豊常通　直人

者
が
た
く
さ
ん
い
て
も
不
足
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

※
傍
聴
席
で
配
布
し
て
い
る
資
料

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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